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（研究要旨） 

ストレスなどによるテストステロンの急激な減少により男性更年期障害を生じる。このよ

うな症状は就労にも影響し、仕事の継続が困難となるケースも存在する。そこで、男性に

おいて症状と就労との関係を明らかにし、男性更年期障害の外来調査・ペイシャントジャ

ーニー調査を行った。受診のきっかけは自らの判断が 37%、医療機関からの紹介が 59%で

あった。自覚症状として、睡眠の質の低下、意欲低下、集中力の低下、性欲の低下、勃起機

能の低下、不安がみられた。労働機能障害評価尺度である WFun と男性更年期障害の症状

調査票である AMS スコアの間に強い相関がみられ、労働機能障害と男性更年期障害には

密接な関係があることが示された。 

 

Ａ.研究目的 

男性更年期障害いわゆる LOH(Late onset 
hypogonadism)症候群に関する社会的認知
が高まりを見せる中、専門外来を受診する
患者数も増加している。本研究では、自己回
答式の問診票を用い、男性更年期症状を主
訴とする患者の背景、治療実態、ならびに労
働機能への影響を明らかにすることを目的
とした。 

Ｂ.研究方法 

 本調査は、2022年11月から2024年1月まで
の期間に順天堂医院泌尿器科を受診した男
性更年期症状を有する患者135名を対象と
し、そのうち有効回答を得られた96名につ
いて分析を行った。問診票はタブレット端
末を利用し、Googleフォーム上で自己回答
形式にて実施された。 
（倫理面への配慮） 
本研究参加者には、研究⽬的、⽅法、参加は
⾃由意志で拒否による不利益はないこと、
及び、個⼈情報の保護について、説明を行っ
た上で、書面での同意を得た。順天堂大学医
学研究科倫理委員会での承認を得て本研究
は行われた。（H22-0403） 
 

Ｃ.研究結果 

男性更年期障害・LOH 症候群を評価する
AMS（Aging male symptom）スコアと労働
機能障害を評価うする WFun スコア（Work 
Functioning Impairment Scale）には有意
な正の相関（r = 0.694, p = 4.5e-15）が
認められた。男性更年期障害が疑われる患
者群においては、労働機能障害を有する割
合が 70％と高率であった。ＡＭＳと性機

能に関連する指標として、勃起障害スコア
（SHIM）との関連性も確認された。 
 

Ｄ.考察 

近年、世界的に高齢化が進展する中でも、
日本の高齢化は特に深刻な状況にある。こ
うした背景を踏まえ、中高年の生活の質
（QOL）を維持・改善することは、社会全体
として取り組むべき重要な課題となってい
る。特に男性の加齢やストレスに伴うホル
モン変化が健康に及ぼす影響についての関
心が高まりを見せており、2022年には「LOH
症候群（加齢男性性腺機能低下症）診療の手
引き」が 15年ぶりに改訂された。企業にお
いて「プレゼンティーズム（Presenteeism）」、
すなわち出社しているにもかかわらず心身
の不調によりパフォーマンスが著しく低下
する状態が問題視されている。特に男性更
年期障害との関連が注目されており、職場
における労働効率低下の要因の一つとして
認識されている。労働機能障害評価尺度で
あるWFunと男性更年期障害の症状調査票
である AMS スコアの間に強い相関がみら
れ、労働機能障害と男性更年期障害には密
接な関係があることが示された。 

Ｅ.結論 

 男性更年期障害は、労働機能障害との強
い関連があり、AMSスコアと WFun スコアの
有意な相関が認められた。LOH症候群に対し
ては、テストステロン補充療法は有効な治
療法である一方で、社会制度面での支援体
制の整備および疾患に対する理解の深化が
今後の課題と考えられる。 
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